
Ｋ４ VerUP機能一覧 
 

Ver5.1 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

1 

基本機能 

改善 
ロングファイル名対応 

Windows のロングファイル名に対応いたしました。 

２ 改善 
終了メッセージの最適化 

終了メッセージ表示を最適化いたしました。 

３ 改善 
文字列の表示精度の向上 

文字列の表示精度を向上いたしました。 

４ 改善 
README.TXT の表示選択機能の追加 

インストール時、README.TXT の表示選択機能を追加したしました。 

５ 

ファイル 

New! 
図面配置時のプレビュー機能追加 

図面配置時に、図面のプレビュー表示を可能にいたしました。 

６ 改善 
DXF アウト時プログレスバー表示 

DXF アウト時にプログレスバーを表示するよう改善いたしました。 

７ 改善 

プロッタ出力時用紙セット確認表示 

プロッタ出力時、用紙セット確認メッセージを表示するよう改善いたしました。

確認メッセージの表示・非表示をチェックボックスにて設定可能にしました。 

８ 修正 

項目選択ボタンのラジオボタン化 

パラメータ設定項目選択箇所にラジオボタンを使用するよう修正いたしまし

た。 

９ 修正 
プリンタ出力時エラーの修正 

Windows95,Windows98 で、正常にプリンタ出力できるよう修正いたしました。 

１０ 修正 

アートワークファイル読み込みの修正 

Ver5.0 になって、自動バックアップデータ(識別子.bk1 等）が開けなくなった

不具合を、正常に開けるよう修正いたしました。 

１１ 

環境 

改善 
アパーチャ数の拡大 

アパーチャ設定数を最大２４０から６００に大幅拡大いたしました。 

１２ 改善 

クリアランスアパーチャの丸アパーチャとの共有化 

クリアランスアパーチャを丸アパーチャ代用してクリアランス設定を可能に致

しました。 

１３ 修正 

レイヤ操作・表示グループ変更時の異常終了を修正 

レイヤ設定―操作・表示グループを変更した時に、異常終了する場合があり、

修正いたしました。 

１４ 

作図 

改善 
穴径図作図のドラッキング対応 

穴径図作図時、マウスドラッキングにて配置可能にしました。 

１５ New! 
共通接線コマンドの追加 

補助線に 2 円の共通接線作図コマンドを追加いたしました。 

１６ New! 
ポジサーマル作図コマンドの追加 

ポジのサーマル形状を作図する機能を追加いたしました。 

１７ New! 

一括文字変更コマンドの追加 

文字属性の一括変更と回路記号のリナンバリングを行う機能を、追加いたしま

いた。 

１８ New! 
プレーン誤差丸めコマンドの追加 

 DXF で取り込んだ閉図形の誤差を丸める機能を追加いたしました。 

１９ 改善 
編集系コマンドでの補助線エンティティの禁止処理 

編集系コマンドにて、補助線をエンティティしないように改善いたしました。 

２０ 改善 

文字変更コマンドの改善 

文字変更コマンドのダイアログに不正な値を入力した時、エラーメッセージを

表示するよう改善いたしました。 

２１ 改善 
プレーン変形後の表示改善 

プレーン変形後、プレーンの中の図形が表示されるように改善いたしました。 



２２ 

操作 

New! 

選択図形設定に回路記号名、部品名を追加 

選択図形設定に回路記号名、部品名による選択・選択解除方法を追加いたしま

した。 

２３ 改善 
操作系コマンドのリピート対応 

操作系コマンドを繰り返して使用できるよう改善いたしました。 

２４ 

部品 

New! 
部品プレビュー機能追加 

部品配置時に、部品形状のプレビューを行えるようにいたしました。 

２５ 改善 

使用部品リストの改善 

使用部品リストに、以下属性文字列を追加いたしました。 

部品型名、スキーマ、部品高さ、ユーザ１、ユーザ２、ユーザ３、使用してい

る穴径、使用している穴数 

２６ 改善 

ローカル部品リストの改善 

使用部品リストに、以下属性文字列を追加いたしました。 

部品型名、スキーマ、部品高さ、ユーザ１、ユーザ２、ユーザ３ 

２７ 

表示 

改善 
配線長表示にリスト出力ボタンの追加 

配線長のリスト出力を可能にいたしました。 

２８ 改善 
プレーン輪郭表示の追加 

プレーンの輪郭表示を可能にいたしました。 

２９ 修正 
図形属性表示時の異常終了を修正 

図形属性表示実行時に、異常終了する場合があり、修正いたしました。 

３０ ネット 改善 

内層 DRC 改善 

内層 DRC の特にクリアランスのチェックを、以下の通り改善いたしました。 

(1)「クリアランスホールのクリアランスチェックを行わない」設定時 

クリアランスと内層チェック要素とのクリアランスチェックを行いません。 

(2) 「クリアランスホールのクリアランスチェックを行う」設定時 

クリアランスとサーマル以外の内層チェック要素とのクリアランスチェックを

行いません。 

３１ 

ヘルプ 

修正 

物理メモリ容量表示の修正 

ArtWin のバージョン情報で表示される物理メモリ容量を、エクスプローラにて

表示される値と同一にいたしました。 

３２ 修正 
Q&A ヘルプ参照時の異常終了を修正 

Windows98 にて、Q&A ヘルプを開くと異常終了することを修正いたしました。 

３３ New！ 

ドリルデータをガーバーデータとして出力する方法を追加 

ドリルデータをガーバーデータとして出力する方法を、Q&A ヘルプに追加いたし

ました。 

３４ New! 

穴にかかるパターンのカット方法を追加 

穴にかかるパターンを、一括してホールカットする方法を、Q&A ヘルプに追加い

たしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver6.0サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

1 

新機能！ 

New! 

フローティングライセンス 

サーバにてライセンス管理を行うフローティングライセンスをリリースいたし

ました。今まで御使用していた、ノードロックライセンスからへのアップグレ

ードは、弊社営業マンまで、お問い合わせ下さい。 

２ New! 

Viewer 

Viewer をリリースいたしました。弊社ホームページより無償ダウンロード可能

です。図面のチェック等、幅広く御活用下さい。 

３ 

作図 

改善 

補助線コマンドエンティティの改善 

  "選択図形設定で、補助線を選択していた場合、以下コマンドで、補助線を選

択可能としました。 

・作図「補助線－平行線、垂線、接線、共通接線、分割線、寸歩線－直径、半

径、線分角度」 

・操作「平行移動、回転移動、平行コピー、回転コピー、連続点コピー、削除」 

・表示「距離表示、角度表示、図形属性表示」" 

４ 改善 
ポジサーマル作図コマンドの改善 

ランド形状別に、サーマルスポークの角度を設定できるよう改善いたしました。 

５ 修正 

穴径図作図コマンドの修正 

同一穴径で、異なる T コードを設定した時でも穴径図を作図出来るように修正

しました。 

６ 

編集 

改善 
プレーン抜きコマンドの高速化 

プレーン抜きコマンドを従来の約１００倍高速化いたしました。 

７ 改善 
接続コマンドの改善 

S 字型に円弧と円弧を接続できるよう改善いたしました。 

８ ネット 改善 

ネット入力コマンドの改善 

１ピンネットをエラーとしてこのネットを以降に処理しないよう改善しまし

た。 

９ 

その他 

改善 
ネット名表示コマンドの改善 

ネット名無しの場合でもピン数を表示するよう改善いたしました。 

１０ 修正 

エクスプローラファイルタイプの改善 

エクスプローラの表示-ファイルオプションで.art に対応するアプリケーショ

ンが表示されない不具合を修正しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver7.0サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

1 

新機能 

New! 

ViewLogic 社 ViewDraw とのクロスプロービング機能(オプション) 

ViewLogic 社の ViewDraw とダイナミックなクロスプロービング機能を開発い

たしました。これにより、ViewDraw が連動、またその逆が可能となります。 

２ New! 

CR-5000 インタフェース (オプション) 

CR-5000 との双方向インタフェースを開発いたしました。特定運用での利用やデ

ータの互換など様々な運用が可能となります。 

３ New! 

RS-274X インタフェース (オプション) 

拡張ガーバーと呼ばれる RS-274X の入出力インタフェースを開発いたしました。

海外とのお取引がある場合には必須の機能です。 

４ New! 
レイヤ色などの色のグラフィカル表示 

レイヤ色ネット色などの色をカラー表示する様にしました。 

５ New! 
アパーチャ形状、穴記号のグラフィカル表示 

アパーチャ形状、穴記号をグラフィカル表示する様にしました。 

６ New! 

スルー/非スルーの識別機能 

パッドをスルーホールとして扱うか、非スルーとして扱うかを識別できるよう

にしました。パッド設定、T コード自動設定、穴径図作図図形属性表示が変更に

なります。 

７ New! 

スクロール付きマウス対応 

スクロール機能付きマウスに対応しました。スクロールボタンのアクションに

任意の機能を割り当てることが可能です。 

８ New! 
部品移動で 500 ピン部品対応 

部品移動にて 500 ピン部品の移動が可能となりました。 

９  New! 

T コード自動割当にて穴記号も自動割当 

T コード自動割当にて穴記号も自動的に割り当てられるようにいたしました。穴

記号設定のわずらわしさから解放されます。 

１０ 編集 改善 

文字一括変更の自由度アップ 

文字一括変更にて左上のみならず４方向からの開始指定、また付与方法も８方

向(合計)の指定が可能になりました。 

１１ 

環境 

改善 

エクスプローラからのドラッグ＆ドロップ対応 

エクスプローラからアートワークファイルをドラッグ＆ドロップしてひらくこ

とができるようになりました。また、ArtWin が起動している状態でエクスプロ

ーラからアートワークファイルをダブルクリックして開くことができるように

なりました。 

１２  改善 
色数を６４色に大幅アップ 

色数を従来の２０色から６４色へと大幅に拡大しました。 

１３ 改善 

ポップアップメニューの表示、非表示をスイッチ化 

ポップアップメニューを表示する、表示しないの制御をスイッチで行なえるよ

うに改善いたしました。 

１４ CAM 改善 

ドリルアウトの警告強化 

ドリルアウトにてテープ番号が無い穴に対し警告するように改善いたしまし

た。 

１５ フアイル 改善 

ＤＸＦアウトで異形ランドの実形状出力化 

ＤＸＦ アウトにて出力される矩形などのアパーチャを実形状で出力するよう

にしました。 

１６ フアイル 改善 

SPECCTRA Ver8.0 対応 

SPECCTRA Ver8.0 以降のフォーマットにより、プレーンでランドを作成した場合

の問題点を改善いたしました。 

 

 

 

 

 

 



Ver8.0サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

1 

新機能 

New! 

HyperLynx インタフェース (オプション) 

HyperLynx とのインタフェースを開発いたしました。 

基板設計直後に簡単な伝送線路の検証(シミュレーション)を行なうことが可能

です。 

２ New! 
長穴対応 

長穴を対応しました。穴径図にも「長さ」を表示するようにしました。 

３ New! 

コマンド履歴機能 

 コマンド履歴を残せるようにしました。 

履歴ファイルを実行することによってさまざまな活用が可能です。 

４ New! 
ドリルイン対応 

ドリルデータ入力を対応しました。 

５ 

環境 

改善 
PartsAid の注釈表示 

PartsAid に注釈を付加しました。 

６ 改善 
グリッド丸め対応 

メイングリッドとサブグリッドの基準点設定での不具合を改善しました。 

７  改善 
レイヤ名称 16 文字対応 

レイヤ名称の長さを 16 文字まで対応しました。 

８ CAM 改善 
ガーバー出力機能 

ガーバー出力時の不具合を改善いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver8.1サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

1 

新機能 

New! 
マウンタデータ出力機能（オプション） 

マウンタデータ出力機能を開発いたしました。 

２ New! 

ViewDraw クロスプローピングフォワードアノテーション対応 

ViewDraw からのダイナミックなネット情報の入力機能を開発いたしました。本

機能により、ViewDraw から直接ネット情報を入力することが可能となります。 

３ New! 
ネット色でのプロッタ出力機能 

ネット色にてプロッタ出力する機能を開発いたしました。 

４ New! 

ファイルを開くフォルダの保存機能 

最後に開いたファイルのフォルダを保存する機能を開発いたしました。ファイ

ルを開く際、保存しているフォルダを表示いたします。 

５ New! 
ArtView ツールパレット機能 

ArtView にてツールパレットの使用を可能といたしました。 

６ 

インタフェ

ース 

 

改善 

CR-5000 インタフェース自動設定機能 

両面 SMD 部品を実装面変更した際、９０度配置部品のピン番号が入れ替わる不

具合を対策いたしました。また、出力設定ダイアログに「アートワーク層」「タ

レット」「ビア」の番号自動割当が行えるように改善いたしました。 

７ 修正 
DXF インタフェース 

DXF 出力処理中に異常終了する不具合を修正いたしました。 

８ 修正 

ViewDraw インタフェース 

ViewDrawインタフェース終了時Artwinから応答がなくなる不具合を修正いたし

ました。 

９ 

編集 

改善 

回路記号移動時の部品ハイライト表示機能 

回路記号および部品内文字を移動する際、対象部品をハイライト表示するよう

に改善いたしました。 

１０ 改善 

線分ティアドロップの編集機能 

線分ティアドロップの編集時、部品内プレーンを除きティアドロップが残るよ

うに改善いたしました。（注：従来のバージョンで作図した図面の編集時では、

一括モディファイの設定に準じた形状となるため、編集前の形状を維持できま

せんのでご注意下さい。） 

１１ 改善 

ViewDraw クロスプロービング部品選択機能 

クロスプロービングで単一選択した部品を MY-PCBⅢで移動状態にできるように

改善いたしました。本機能により、フォワードアノテーション後の部品再配置

の操作性が向上いたします。 

１２ 修正 

連続点追加コマンド 

連続点追加コマンドにてコマンド実行中に残像が残る不具合を改善いたしまし

た。 

１３ ネット 改善 

ネット出力時ログ情報追加 

異なるネットの結線情報をログに付加するように改善いたしました。ネット出

力の際に異なるネットの接続状態が確認できます。 

１４ CAM 改善 

プリンタ出力時線幅指定機能 

プロッタ出力の際、プリンタ出力時の出力線幅を任意の値に設定できるように

改善いたしました。 

１５ その他 修正 

Windows2000 でのログファイル表示 

Windows2000 にて、ログファイル（.txt ファイル）が関連付けたエディタでは

なく、メモ帳で表示する不具合を改善いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 



Ver9.0 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 基本機能 改善 

画面表示精度向上 

円弧とプレーンの表示精度を向上いたしました。また、図面の拡大倍率を最大

約５０倍から約２００倍に拡大いたしました。 

２ 

インタ 

フェース 

New! 

ViewDraw インタフェース バックアノテーション対応 ※１ 

ViewDraw へのバックアノテーション機能を開発いたしました。本機能により、

フォワードアノテーション後に行った、部品・ネットの変更を直接 ViewDraw へ

反映することが可能になります。 

３ 改善 
DXF インタフェース 

AutoCAD2000 形式のデータ入力に対応いたしました。 

４ 修正 
DXF インタフェース 

座標データの入出力精度を向上いたしました。 

５ 修正 

ViewDraw インタフェース 

ViewDraw 接続ダイアログからフォーカスが奪われる不具合を修正いたしまし

た。 

６ 

CAM 

改善 

プロッタ出力 

ピン名出力の仕様を改善いたしました。SMD に関して、A 面に実装した部品のピ

ン名は A 面パターン出力時のみ、B 面に実装した部品のピン名は B 面パターン出

力時のみ出力いたします。 

７ 改善 

ドリルデータ出力 

穴径０のパッドに対しては、テープ番号なしの警告を出力しないように改善い

たしました。 

８ 修正 

プロッタ出力 

ネット表示色設定にてネット色を選択している際、プロッタ出力が正しく実行

できない不具合を修正いたしました。 

９ 

環境 

改善 

基本環境リスト 

データ種別ごとに出力の有無を選択できるように改善いたしました。また、使

用していない項目を出力しない設定を追加いたしました。 

１０ 改善 
T コード自動割り当て 

丸穴と長穴で別の T コードを割り当てるように改善いたしました。 

１１ 

作図・編集 

New! 

等長配線支援機能 

ネットライン・変形・連続点追加の各コマンド実行時、等長配線を支援する機

能を開発いたしました。基準となるネットを指定することにより、「基準とな

る配線長」と「コマンド実行中の配線長」をリアルタイムに表示いたします。

また、許容誤差を指定し、配線長が適正範囲外となる場合に表示色を変化させ

ることが可能です。 

１２ 改善 

プレーン変換 

選択範囲を指定することにより、複数の図形を同時にプレーン変換できるよう

に改善いたしました。 

１３ 修正 

文字変更 

回路記号の文字間隔にマイナスの値を設定できない不具合を修正いたしまし

た。 

１４ 

部品 

改善 

PartsAid（全種類） 

表面実装部品について、パラメータ設定方法を改善いたしました。また、HTML

による寸法図出力機能を追加いたしました。 

１５ 修正 

部品配置 

以前のバージョンで作成した「ティアドロップを含む部品」が配置できない不

具合を修正いたしました。 

１６ 

ネット 

New! 
DRC（DRC 設定） 

パターン幅チェック機能を追加いたしました。 

１７ 改善 
サーマル自動生成 

非スルーホールにはクリアランスのみ生成するように改善いたしました。 

※１：ViewDraw インタフェースに関しましては、下記構成にて動作検証をしております。 

(1) ViewDraw バージョン ：eProduct Designer1.0 動作ＯＳ：WindowsNT4.0 

(2) ViewDraw バージョン ：eProduct Designer1.1 動作ＯＳ：WindowsNT4.0,Windows2000 



Ver9.1 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 

基本機能 

改善 
画面表示精度向上 

拡大倍率を大きくした際の画面表示精度を向上いたしました。 

２ 修正 

円・円弧の表示 

幅付の円弧を B 面ビューした際に正しく表示されない不具合、半径がアパーチ

ャ径／２より小さい円弧が正しく表示されない不具合を対策いたしました。 

３ 修正 

プレーン窓のハイライト表示 

プレーン窓が選択状態になった際、ハイライト表示されない不具合を対策いた

しました。 

４ 

インタ 

フェース 

修正 

DXF イン 

常に基板原点が補正されてしまう不具合を対策いたしました。また、基板原点

ではなく相対原点を補正するように仕様を変更いたしました。 

５ 修正 

DXF イン 

「閉じたポリライン」属性の閉図形が含まれる際、コマンドが終了しない不具

合を対策いたしました。 

６ 修正 

ガーバー出力、拡張ガーバー出力、プロッタ出力 

特殊なオペーションで作成したプレーン窓（プレーン外形に対して入れ子にな

っている窓）が正しく出力できない不具合を対策いたしました。 

７ 修正 

HyperLynx 出力情報設定 

Stackup 出力順序の物理層情報に、不正な物理層情報を表示する不具合を対策い

たしました。 

８ ファイル 修正 

上書き保存、名前を付けて保存 

マーク２アパーチャのフラッシュが表示された状態にて、セーブコマンドが終

了しない不具合を対策いたしました。 

９ 

CAM 

修正 

プロッタ出力 

プロッタ出力図面設定にて「承認図出力」を選択し、「幅」に０を設定すると、

プロッタ出力コマンドが終了しない不具合を対策いたしました。 

１０ 改善 

プロッタ出力 

プリンタ出力時、最初の図面のプリンタダイアログ設定により、全ての図面を

同様の設定で出力できるように改善いたしました。「プロッタプレビュー」コ

マンドの「出力図面単位の印刷設定」にて設定いたします。 

１１ 改善 
プロッタ出力 

「プロッタ出力情報設定」からプロッタ出力できるように改善いたしました。 

１２ 改善 

ドリルデータ出力 

ドリルデータ設定にて座標系が矛盾している際、警告メッセージを出力しドリ

ルデータ出力を行わないように改善いたしました。 

１３ 環境 修正 
T コード自動割り当て 

穴径０のパッドの対してＴコードを割り当てる不具合を対策いたしました。 

１４ 操作 New! 

多角形選択機能（「選択」コマンド） 

多角形による選択機能をサポートいたしました。「選択図形設定」コマンドに

て「選択方法」に「多角形領域」を選択し、使用いたします。 

１５ 

作図・編集 

New! 

回路記号のシルク文字化機能 

「回路記号レイヤ間コピー」コマンド、「部品内文字削除」コマンドにより、

回路記号のシルク文字化機能をサポートいたしました。 

１６ 修正 
ネットライン、変形、連続点追加、RouteAid（オプション） 

コマンド実行により Windows が異常終了する不具合を対策いたしました。 

１７ 修正 

等長配線支援機能 

ウィンドウ切り替え時にアプリケーションが異常終了する不具合を対策いたし

ました。 

１８ 修正 

ストレッチ 

ポリラインとラインによって作成されている閉図形をストレッチするとエラー

になる不具合を対策いたしました。 

１９ 修正 

ストレッチ 

ストレッチ設定を変更してセーブしても、ロードすると元の設定に戻る不具合

を対策いたしました。 



２０ 改善 

部品置換 

部品置換時に回路記号位置を保持できるように改善いたしました。「部品置換」

コマンドダイアログの「回路記号－検索部品の位置を保持」にて設定いたしま

す。 

２１ 修正 

レイヤ変更 

ピンに引き込まれているラインをレイヤ変更すると、部品に属しているパッド

が消える不具合を対策いたしました。 

２２ 

部品 

改善 
使用部品リスト、ローカル部品リスト 

ジャンパー部品のピン数をカウントするように改善いたしました。 

２３ 改善 
ピン名付加 

指定できるパッド／フラッシュの数を１００に改善いたしました。 

２４ ネット 修正 

一括 DRC 

同一物理層に属するパターンレイヤと非パターンレイヤのプレーンの間で、ク

ロスエラーが発生する不具合を対策いたしました。 

２５ ヘルプ 改善 

プレーン整形 

矩形領域の指定により、プレーン整形する範囲を選択できるように改善いたし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver9.2 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 

基本機能 

New! 

ストリップライン支援機能 

ストリップライン支援機能をサポートいたしました。システムメニュー「ウィ

ンドウ」から「ストリップライン支援表示」を選択し、ストリップライン支援

ウィンドウを表示して使用します。 

２ New! 
Windows XP サポート 

Windows XP での動作をサポートいたしました。 

３ 修正 

ティアドロップ表示 

極細線をティアドロップ表示する際、応答速度が極端に遅くなる不具合を対策

いたしました。 

４ 
インタ 

フェース 
改善 

HyperLynx アウト 

下記に示す図形のシミュレーションへの反映をサポートいたしました。 

  (1)角度が付加されているパッド 

  (2)フラッシュ、プレーンで作成した部品ランド 

５ 

ファイル 

修正 

開く 

Windows9x を使用する際、スムーズスクロールをオンに設定している図面が読み

込めない不具合を対策いたしました。 

６ 修正 

開く 

始終点が同一の線分要素で構成されたプレーンが存在する場合、エラーが発生

して図面が読み込めない不具合を対策いたしました。 

７ 操作 修正 

削除 

「選択図形設定」コマンドにて「選択図形」が指定されていない場合、プログ

ラムから応答が帰らなくなる不具合を対策いたしました。 

８ 

作図・編集 

改善 

接続・レイヤ変更 

パターンレイヤ以外のライン同士を接続した場合、また、パターンレイヤ以外

にレイヤ変更した場合、ＶＩＡが発生しないように改善いたしました。 

９ 改善 

部品置換 

「回路記号設定」コマンドの「回路記号の文字属性」を反映し、「部品配置」

コマンドと同様の動作となるよう改善いたしました。 

１０ 修正 

ポリライン・ネットライン・変形・連続点追加 

上記コマンドの実行を繰り返すと、システムリソースが減少し、操作性の悪化

やプログラムの異常終了が発生する不具合を対策いたしました。 

１１ 修正 

アパーチャ変更 

パッドに接続するラインをアパーチャ変更する際、アパーチャ変更されず、元

のラインが削除される不具合を対策いたしました。 

１２ 修正 

レイヤ変更 

パッドに接続するラインをレイヤ変更する際、プログラムから応答が帰らなく

なる不具合を対策いたしました。 

１３ 修正 

パッド変更 

入力パラメータ「変更後パッド番号」の値チェックを行っていないため、不正

な数値の入力により図面が破壊される不具合を対策いたしました。 

１４ 部品 修正 

ネットイン 

「部品配置方法の設定」コマンドにて「部品を反転してペアのレイヤへ配置す

る」設定となっている場合、本来ペアレイヤに配置される両面ＳＭＤ部品がそ

のまま配置される不具合を対策いたしました。 

１５ 表示 修正 

距離表示 

スムーズスクロールをオンにした場合、マーカーが表示領域外に表示される不

具合を対策いたしました。 

１６ 

ネット 

New! 
ラットネストの部品ごとの表示機能 

ラットネストを部品ごとに表示する機能をサポートいたしました。 

１７ 修正 

ネットオン・ネット出力 

パターンで結線されているピン間が、ネット接続されない不具合を対策いたし

ました。 

 

 



Ver10.0 新機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 基本機能 New! 

選択ウィンドウ 

操作支援ウィンドウをサポートいたしました。本機能は、アパーチャ変更、レ

イヤ変更、レイヤ操作・表示状態変更、選択図形設定、の各機能について、ウ

ィンドウを出したまま操作可能とする機能です。 

コマンド：ウィンドウ-「選択ウィンドウ表示」 

アパーチャ・レイヤの変更はリストのダブルクリックにて、レイヤ操作・表示

状態変更はレイヤ色のボタン押下にて、選択図形設定は「図形」チェックボッ

クス・「方法」リストにて、それぞれ変更します。なお、選択ウィンドウのオ

ープン・クローズは、画面左下のアイコンボタンでも操作可能です。 

２ 部品 New! 

PartsAid BGA/PGA 対応 

PartsAid にて BGA/PGA 作成機能をサポートいたしました。BGA/PGA の部品形状

をパラメトリックに作図可能です。 

コマンド：部品-PartsAid-「BGA/PGA 作成」 

ピンの配列や形状、ピン数やピン間距離、シルクサイズなどを入力することに

より、BGA/PGA の部品形状にピンとシルクを作図いたします。また、寸法図出力

機能により、パラメータを HTML ファイルに記録することが可能です。 

３ ファイル New! 

ガーバー・ドリルデータ ファイル入力機能 

ガーバー・ドリルデータのファイルを、プロジェクトパスに関係なく独立して

入力する機能をサポートいたしました。 

コマンド：ファイル-ファイル入力-「ドリルデータファイル入力」など３つ 

ダイアログにファイルのパスを設定し、データを入力することができます。本

機能は、他の図面からのデータ入力など、作図中のデータと直接関連のないデ

ータを入力する際に便利です。設定内容は、アプリケーション単位で保存され

ます。 

４ 

GUI 

New! 

マウスカーソルサイズ変更機能 

マウスカーソルのサイズを変更する機能をサポートいたしました。 

コマンド：環境-「GUI 設定」 

「カーソル設定」を「標準、中、大」から選択します。「標準」が従来のサイ

ズになります。 

５ New! 

拡大縮小時スクロール機能 

拡大縮小を行う際、カーソル位置を中心にスクロールする機能をサポートいた

しました。 

コマンド：環境-「GUI 設定」 

「拡大縮小方式」を「カーソルを中心にスクロール」に設定します。マウスホ

イールによる拡大縮小操作と組み合わせることにより、任意の場所を素早く参

照することが可能となります。 

６ New! 

マウスジェスチャー機能 

マウスジェスチャーによる操作をサポートいたしました。 

コマンド：環境-「GUI 設定」 

「マウスジェスチャー」を「使用する」に設定します。コマンド実行中、マウ

スを「右ボタンを押下しながら上下左右に操作」することにより、下記に示す

動作を実行します。コマンド実行中の素早い操作を可能とします。 

    上：コマンドキャンセル（[Esc]キーと同様の動作） 

    下：コマンド実行（[Enter]キーと同様の動作） 

    右：ペアレイヤ切換コマンド実行 

    左：パラメータキャンセル（[Backspace]キーと同様の動作） 

７ Viewer New! 

Viewer でのプリンタ出力 

Viewer にてプリンタ出力機能をサポートいたしました。 

コマンド：ファイル-プロッタ出力（ Viewer のみ） 

Viewer を用いて、図面をプリントアウトしての検図が可能となります。 

 

 

 



Ver10.0 修正機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 

ファイル 

修正 

ガーバー出力 

オフセットラインの直線要素と円弧要素の接続点とハッチングラインが重なっ

た際、ハッチングラインが抜ける不具合を対策いたしました。 

２ 修正 

ガーバー出力 

オフセットラインがプレーンからはみ出る場合にも関わらず、エラーメッセー

ジが出力されない不具合を対策いたしました。 

３ 修正 

DXF 入力 

微細な円弧の要素に対する計算誤差により、コマンドが終了しない不具合を対

策いたしました。 

４ 修正 

DXF 出力 

ミラーオンのレイヤに配置した角度 90 度と 270 度の文字が、正しく出力されな

い不具合を対策いたしました。 

５ 修正 
SPECCTRA アウト 

ラインデータのネット情報が付加されない不具合を対策いたしました。 

６ 

作図・編集 

修正 

メモリリーク修正 

「変形」や「部品移動」などの編集コマンドを実行するとメモリリークが発生

し、システムリソースが枯渇する不具合を対策いたしました。 

７ 修正 

複写 

「選択図形設定」の「選択図形－ポリライン」をチェックしない状態でポリラ

イン要素を複写する際、一部のポリライン要素が正しくに複写できない不具合

を対策いたしました。 

８ 修正 

穴径図作図 

「選択図形設定」の「選択図形－ポリライン」をチェックしない状態でポリラ

イン要素を複写する際、一部のポリライン要素が正しくに複写できない不具合

を対策いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver10.1 新機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 基本機能 New! 

背景色選択機能 

背景色を変更する機能をサポート致しました。 

コマンド：表示-「表示方式設定」 

「背景色」を「黒・白・灰色」から選択します。プロッタ出力結果のご確認等

にご利用ください。 

２ 編集 New! 

ストレッチコマンド改善 

等長配線を支援する３つの機能をサポート致しました。 

①等長配線支援表示機能 

  ネットラインコマンド同様、カーソル位置に等長配線支援表示を行います。 

②移動対象図形の平行移動機能 

  移動対象図形を任意にラインに対して平行移動する機能を追加致しました。 

③配線長制限機能 

  配線長を任意のネットに合わせて制限する機能を追加致しました。 

コマンド：表示-「表示方式設定」 

①等長配線支援表示機能 

「カーソル位置の等長配線支援表示」を「する」に設定します。ストレッチ対

象の図形が全て同一ネットに属する場合、等長配線支援表示を行います。 

コマンド：編集-「ストレッチ」「ストレッチ設定」 

②移動対象図形の平行移動機能 

  「平行移動」をチェックします。移動対象の図形は、パラメータで指定する

任意のラインに対して平行に移動します。配線の角度を保ちながら図形を移動

することが可能です。 

③配線長制限機能 

  「平行移動」のチェックに加え、「配線長を制限する」をチェックします。

また、等長配線支援表示機能を有効にします。この状態において、ストレッチ

コマンド実行中に「等長配線基準指定」コマンドにより対象のネットを選択す

ると、配線長を対象のネットに合わせて制限します。配線長を他の任意のネッ

トと容易に合わせることが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver10.1 修正機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 

編集 

修正 
コーナーR 変更 

コマンド実行により、不正な線分を作図される不具合を対策致しました。 

２ 修正 

角丸め 

線分と円弧で構成される接続点を角丸めすることにより、線分が削除される不

具合を対策いたしました。 

３ 修正 
角丸め 

コマンド実行により、不正な線分を作図される不具合を対策致しました。 

４ 環境 修正 

カーソルの大きさ設定 

カーソルの大きさを「大」とすると、カーソルと等長配線支援表示が重なり、

ポイントが指定不可となる不具合を対策致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver10.2 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ ファイル New! 

SPECCTRA 出力情報設定機能 

SPECCTRA 出力において使用するパラメータを設定する機能をサポート致しまし

た。 

 新規コマンド：ファイル－「SPECCTRA 出力情報設定」 

設定対象のパラメータを下記に示します。 

(1) 層構成情報設定 

出力する層種別と対象レイヤを設定します。 

(2) 基板領域設定 

基板領域の設定方法を選択します。 

(3) 自動配線パラメータ 

パターン幅、クリアランス値、層間接続用ビアを設定します。 

(4) オプションパラメータ 

グリッド、配線領域、配線対象外ネットを設定します。 

２ ファイル 改善 

SPECCTRA 出力コマンド 

SPECCTRA 出力情報設定のパラメータを使用するよう改善致しました。また、出

力するデザインファイルを任意に選択できるよう改善致しました。 

３ ファイル 改善 
SPECCTRA 入力コマンド 

入力する配線ファイルを任意に選択できるよう改善致しました。 

４ ファイル 改善 

ガーバー入力コマンド 

コメント（”G04”コマンド）の入力に対応致しました。また、G コードの指定

がない場合、直線補間（”G01”コマンド）として入力するよう対応致しました。 

５ ファイル 修正 
拡張ガーバー入力コマンド 

アパーチャ径の桁数がずれて入力される不具合を修正致しました。 

６ 作図 改善 

オフセットコマンド 

クリアランスによるオフセット量を設定可能となるよう改善致しました。 

「オフセット量設定」コマンドにおいて、「クリアランス」をチェックするこ

とにより、オフセット量をクリアランスとして計算致します。 

７ 作図 修正 

RouteAid コマンド 

リルート機能を使用するとアプリケーションが異常終了する不具合を修正致し

ました。 

８ 編集 修正 
コーナーＲ変更コマンド 

不正な直線が発生する不具合を修正致しました。 

９ 編集 修正 

ストレッチコマンド 

ストレッチコマンドと等長配線支援機能を組み合わせて作図した際、作図した

配線長と信号表示の配線長が異なる不具合を修正致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver10.3 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 
ライセンス 

管理 
New! 

ライセンスモニタツール（別アプリケーション） 

フローティングライセンスサーバ上にて動作する「ライセンスモニタツール」

を新規サポート致しました。サーバ上において、ライセンス使用状況の確認、

およびクライアント使用中のシャットダウン制御が可能となります。 

２ NetCWin 改善 
ネットリスト比較ツール 

比較可能なネット数の制限を撤廃致しました。 

３ ファイル 改善 
ガーバー・プロッタ出力コマンド、ガーバー入力コマンド 

一度に処理可能な項目数を 16→32 項目に増加致しました。 

４ GUI 改善 
最大拡大倍率 

最大拡大倍率を 200→400 倍に拡大致しました。 

５ 編集 改善 

一括モディファイコマンド 

一括モディファイ対象のパターン幅を設定可能と致しました。これにより、特

定のパターン幅のラインに対してのみ一括モディファイが可能となります。 

６ 環境 改善 

操作／表示グループ選択機能 

選択ウィンドウに操作／表示グループ選択ボタンを追加致しました。 

20 種類のグループ切換操作が、ワンクリックで可能となります。 

７ 作図 改善 

ネットラインコマンド（「環境－ライン設定」コマンドにて設定） 

下記 2 点の改善により、ネットラインコマンドによる作図時の操作回数を削減

することが可能となります。 

(1) アクティブレイヤ自動切替え 

ラットネストをエンティティした際、対象となるレイヤがアクティブでない

場合、アクティブレイヤに切換えてネットラインコマンドを実行致します。 

(2) 配線先自動結線 

ネットラインコマンドにて作図中「Enter キー」を押下した際、ラインの終

点を配線先に自動結線致します。 

８ 作図 改善 

等長配線支援機能（「環境－等長配線基準情報設定」コマンドにて設定） 

基準配線長を予め定義する機能をサポート致しました。従来通り、配線中に基

準配線長を指定することも可能です。 

９ DRC 改善 

DRC 設定（「ネット－DRC 設定」コマンドにて設定） 

下記２点の改善により、詳細なクリアランス値の設定が可能となります。 

(1) クリアランスチェック要素「ツール穴」追加 

ランドと穴に対して、異なるクリアランス値を設定可能と致しました。 

(2) 部品内プレーンにランドのクリアランス値を適用 

部品内のプレーンに対して、ランドのクリアランス値を適用可能と致しまし

た。部品内のランドをプレーンで作成した際に使用致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ver10.4 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 編集 改善 

一括モディファイコマンド 

一括モディファイにおけるモディファイ先アパーチャ径の制限を撤廃いたしま

した。従来のバージョンでは、モディファイ先アパーチャ径がモディファイ対

象のアパーチャ径×２以下の場合、モディファイ対象外としておりました。 

２ ファイル 修正 

SPECCTRA 出力 

SPECCTRA 出力において、内層ネガレイヤがエラーとなる不具合を修正致しまし

た。 

３ ファイル 修正 

ガーバー出力 

ガーバー出力時、プレーン窓のオフセット図形が出力されず、窓の塗り潰しが

発生する不具合を修正致しました。 

４ ファイル 修正 

ガーバー出力・ガーバー入力 

基準位置が左下以外の文字に対するガーバー入出力において、文字位置がずれ

る不具合を修正致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｋ４ Ver10.5 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ ファイル 
改
善 

自動バックアップ設定 

コマンド実行中に自動バックアップが動作しないモードを追加いたしまし

た。 

本モードでは、コマンド実行中は自動バックアップが動作せず、ESC キーに

よりコマンドをキャンセルした際、自動バックアップが動作します。 

２ 作図 
改
善 

共通接線 

２つの円／円弧に対して、円弧間で交差する共通接線を作図可能といたしま

した。 

３ 編集 
改
善 

ポジサーマル 

同一物理層のランドに対してもポジサーマルを作図するよう改善いたしまし

た。 

４ ファイル 
改
善 

ガーバー出力 

ガーバー出力時のプレーン要素数の制限を 2,000 要素から 4,000 要素に増加

いたしました。 

５ ファイル 
修
正 

ファイルオープン 

アートワークファイルをエクスプローラなどでダブルクリックした際、図面

が開かない場合がある不具合を修正いたしました。 

６ ファイル 
修
正 

ガーバー出力 

プレーンのオフセット形状およびハッチング形状が不正な形状となる場合が

ある不具合を修正いたしました。 

７ ファイル 
修
正 

ガーバー入力 

微小円弧要素に対して不正な形状を表示する場合がある不具合を修正いたし

ました。 

８ ネット 
修
正 

一括 DRC 

DRC 実行中「ファイルがシークできません」のエラーが発生し、DRC が最後

まで実行できない場合がある不具合を修正いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｋ４ Ver10.6 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ ファイル 修正 

開く 

Windows2000 において、エクスプローラ等からアートワークファイルをダブ

ルクリックした際、図面が開かない不具合を修正いたしました。 

２ ファイル 改善 

DXF 出力情報設定 

レイヤ名を画層名の設定に反映する機能を追加いたしました。 

３ ファイル 改善 

プロッタ出力情報設定、プロッタ出力 

プロッタ出力情報設定のホール出力に、すべてのホールを出力するための設

定を追加いたしました。本設定を行うことにより、プロッタ出力時、該当レイ

ヤのホールの有無に関わらず、すべてのホールを出力します。 

４ ファイル 改善 

ガーバーフォーマットマクロ設定 

マクロ設定を２種類用意し、ボタンにより初期設定を切り替えられるよう改

善いたしました。なお、設定１は従来通りの設定、設定２は CAM ソフトとの互

換性を向上させた新しい設定となっております。 

５ 環境 改善 

グリッド設定 

格子間隔ドロップダウンリストの設定を任意に変更できるよう改善いたしま

した。詳細は、「ヘルプ」－「カスタマイズ方法」をご参照ください。 

６ 編集 改善 

部品置換 

両面 SMD およびジャンパを部品置換する際、検索部品と同一の配置方法とな

るよう仕様変更いたしました。従来、「部品配置方法の設定」コマンドの設定

に従い配置していましたが、置換対象部品の配置を引き継ぐようになります。 

７ 
ネット／ 

表示 
改善 

ネット設定、DRC 設定、配線長設定 

ネット名および回路記号名をドロップダウンリストから選択できるよう改善

いたしました。従来通り、直接手入力することも可能です。 

８ ネット 改善 

サーマル設定 

すべてのネット名をドロップダウンリストに表示するための設定を追加いた

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｋ４ Ver11.1 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 表示 改善 

角度表示方式追加 

角度表示を従来の「度分秒」（六十分法表記）と「xxx.xxx°」（小数表記）

で切り替えられるよう改善いたしました。表示方式の変更は「表示方式設定」

コマンドにて行います。 

２ 表示 改善 

画面最大拡大倍率変更 

画面の最大拡大倍率を従来の 400 倍から 1,000 倍に改善いたしました。 

３ ファイル 改善 

プロッタプレビュー改善 

印刷範囲がより判りやすくなるよう改善いたしました。プロッタ出力対象レ

イヤのみの図形の存在領域を表示します。従来は、全てのレイヤの図形の存在

領域を表示していました。 

４ 作図 改善 

作図可能最小円弧長変更 

従来バージョンより小さい円弧および円を作図できるよう改善いたしまし

た。半径 0.001mm までの円が作図可能となります。 

５ 作図・編集 改善 

文字入力仕様変更 

文字列中に半角文字・全角文字が混在できるよう改善いたしました。また、

キーボード入力ボックスで全角文字を入力する際、変換のリターンキー押下を

キャンセルするよう改善いたしました。 

６ 編集 改善 

UNDO・REDO 

UNDO 回数を 100 回までに増加しました。また、UNDO・REDO 操作を行っ

た際、対象の図形が画面表示範囲外である場合、その図形が画面表示領域の中

心になるようスクロールするよう改善いたしました。 

７ 部品 改善 

ピン名付加改善 

ピン名無しのパッドまたはフラッシュに対して、接続先のピン名を自動的に

付加できるよう改善いたしました。ピン名の付加方法は「ピン名付加」コマン

ドのパラメータ指定により切り替わります。 

 

Ｋ４ Ver11.2 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ 
環境／作図

／部品 
改善 

部品文字属性種類追加 

部品属性として設定可能な文字属性について、「ユーザ４」から「ユーザ 10」

の７種類を追加いたしました。 

２ 
環境／作図

／部品 
改善 

部品文字属性カスタマイズ対応 

部品文字属性（「部品型名」「スキーマ」「部品高さ」「ユーザ１」～「ユ

ーザ 10」）の項目名をカスタマイズできるよう改善いたしました。 

カスタマイズを行った場合、「文字属性設定」「文字変更」「図形属性表示」

「使用部品リスト」等のコマンドの項目名が変更されます。 

カスタマイズ方法については、ヘルプの「カスタマイズ方法」を参照願いま

す。 

また、「回路記号名」については、「使用部品リスト」の項目名のみカスタ

マイズ可能です。 

３ ファイル 修正 

プロッタ出力・ガーバー出力 

半角文字と全角文字が混在している文字列を出力した際、文字化けが発生す

る不具合を修正いたしました。 

４ 操作 改善 

コマンド実行履歴 

コマンド実効履歴の実行中は、グリッド丸めオンでもグリッド丸めを行わな

いよう改善いたしました。 

従来は、グリッド丸めオフで作図した図形をコマンド実行履歴の実行で作図

する際、グリッド丸めがオンになっているとグリッド丸めが発生し、履歴と異

なる作図を行っておりました。 

 

 



Ｋ４ Ver11.3 サポート機能一覧 

No 機能分類 区分 コマンド、機能 

１ DRC 新機能 

禁止領域およびレジストクリアランスチェック追加 

DRC に禁止領域チェック、およびパターンとレジストのクリアランスチェッ

クを追加いたしました。 

２ DRC 改善 
クリアランスチェック要素追加 

DRC のクリアランスチェック要素に「基板外形」を追加いたしました。 

３ 環境／作図 改善 

パッド設定 

パッド設定数を 600 に拡大いたしました。また、パッド毎にコメントを設定

できるようにいたしました。 

４ 環境 改善 

基本環境リスト 

パッド情報の出力に「アパーチャを径／高さで出力」の項目を追加いたしま

した。本項目をチェックすると、アパーチャを径／高さで出力いたします。 

５ 表示 改善 

アクティブレイヤ強調表示 

表示方式設定コマンドの「明暗表示」に「強調」の項目を追加いたしました。

本モードでは、アクティブレイヤのみ通常色とし最前面に表示します。 

６ 部品 改善 

マスタ部品登録重複チェック 

マスタ部品登録コマンドにおいて、マスタ部品ライブラリと部品名が重複し

ている場合、登録時に警告表示を行うよう改善いたしました。 

７ 部品 改善 

PartsAid 寸法図出力 

寸法図のアパーチャ、レイヤ、およびパッドについて、番号と合わせて設定

内容を出力するよう改善いたしました。 

８ ファイル 改善 

拡張ガーバー入力 

アパーチャ情報の入力について、全ての D コードに対してアパーチャ番号の

後ろから未使用のアパーチャを割り当てるよう仕様変更いたしました。 

従来は、D コードが同一のアパーチャが存在する場合、そのアパーチャを割

り当てていました。 

９ 編集 修正 

接続 

円弧とその円弧に接している線分が接続できない不具合を修正いたしまし

た。 

１０ 操作 修正 

エンティティ範囲 

画面の拡大倍率によって制御点がエンティティしにくくなる不具合を修正い

たしました。 

１１ ファイル 修正 

ドリル出力 

出力するＴコードが切り替わる部分でパッドが重なっている場合、出力座標

が原点になる不具合を修正いたしました。 

また、ドリル製造指示書において、同一Ｔコードで長さが異なるパッドに対

して、使用ツール対応表が正しく出力されない不具合を修正いたしました。 

１２ ファイル 修正 

CR-5000/PWS インタフェース 

部品分解したファイルを入力した際、ネット補助ラインが不正に作図される

不具合を修正いたしました。 

１３ 編集 修正 

プレーン抜き 

オフセットに０を指定した場合、テーパーセルがプレーン抜きされない不具

合を修正いたしました。 

１４ 部品 修正 

PartsAid 

寸法図出力において、寸法を表示する部分の記号が表示されない不具合を修

正いたしました。 

また、基板原点・相対原点を基板領域の中心付近に設定している場合、エラ

ーが発生し作図できない不具合を修正いたしました。 

１５ - - 
Windows7 対応（32bit のみ） 

Windows7 での動作を確認いたしました。 
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